
ぼ饉

8月 14日 {1で に村コミュニテ イーセンターに

おいて成人式が行われました。

こらからの厳 しい時代を担う世代の人間と

して村内、村外での活躍が期待 されることで

しょう。

構16ト
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平
成
八
年
度
の
成
人
式
が
八
月
十
　
　
　
人
■
年
成
人
を
迎
え
た
の
は
昭
和
五

四
日
、
村

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
　

　

十
年
四
月
二
日
か
ら
五
十

一
年
四
月

―
で
行
わ
れ
、
新
成
人
た
ち
が
社
会
　
　
　
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
五
十
六
人
で
、

の

一
員
と
し
て
第

一
歩
を
歩
み
始
め
　

　

こ
の
う
ち
当
日
は
三
十
四
名
が
出
席

人
の
雰
囲
気
を

漂
わ
せ
た
新
成

人
た
ち
が
久
し

ぶ
り
の
同
級
生

と
の
再
会
で
、

お
互
い
の
成
長

に
驚
く
場
面
も

し
さ
と
新
鮮
さ

の
中
、
式
典
が

始
ま
り
ま
し
た
「

式
典
で
は
木

村
義
光
教
育
長

に
よ
る
式
辞
や

「
二
十

一
世
紀

は
み
な
さ
ん
が

主
役
に
な
る
．

け
た
感
性
を
大

事
に
し
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
の
時

代
を
創

っ
て
ほ

し

い
」
と
高
松

村
長
に
よ
る
祝

辞
や
来
賓
に
よ

る
祝
辞

の
後
、
新
成
人
を
代
表
し
て

小
山
内
み
ち
る
さ
ん

（十
三
地
区
一

が
誓

い
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
［

式
終
了
後
は
新
成
人
の
中
学
時
代

の
思
師
で
あ
る
、
鳳
至
幹
夫
氏

（元

市
浦
中
学
校
校
長
、
現
市
浦
村
文
化

財
保
護
審
議
会
委
員
）
に
よ
る
記
念

講
演
が
行
わ
れ
、
新
成
人
達
は
鳳
至

氏
の

「
み
な
さ
ん
は
中
学
時
代
、
熱

心
に
私
の
話
を
よ
く
聞

い
て
く
れ
て

い
た
」
と
の
言
葉
ど
お
り
熱

′し、
に
講

話
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
行
わ
れ
た
祝
賀
会
で
は
、

乾
杯
の
後
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
楽

し
み
、
思
い
出
話
に
花
が
咲
き
、
そ

れ
ぞ
れ
の
近
況
報
告
と
将
来
の
夢
を

一
人
ず

つ
発
表
す
る
場
面
で
は

「
将

来
は
お
嫁
さ
ん
に
な
り
た

い
」
と

い

う
か
わ

い
い
希
望
か
ら
、

「
い
ず
れ

は
現
在
勤
め
て
い
る
店
を
乗

っ
取
る
」

と
大
胆
な
野
望

（，
一
ま
で
飛
び
出

し
、
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
ぃ

誓

い

の

葉

二
十
歳
を
迎
え
、　
一
人
前
の
社
会

の
構
成
者
と
し
て
認
め
て
も
ら
え
る

こ
と
と
な
り
、
喜
び
反
面
、
戸
惑

い

も
感
じ
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

甘
え
も
許
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
地
域

の
方
々
に
支
え
ら
れ
助
け
ら
れ
て
生

き
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
こ
れ
か
ら

は
責
任
あ
る
人
格
者
と
し
て
社
会
的

に
期
待
さ
れ
、
生
き
抜
く
力
と
し
て

の
教
養
を
身
に
つ
け
た
主
体
性
の
あ

る

一
個
の
人
間
と
し
て
自
己
形
成
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
□

私
達
は
、
成
人
と
し
て
社
会
の

一

員
と
な
る
わ
け
で
す
が
、
今
後
求
め

ら
れ
、
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

の
は
、
自
然
を
愛
す
る
と
共
に
国
際

化
、
情
報
化
社
会
に
対
応
で
き
る
多

才
さ
と
豊
か
な
感
性
を
備
え
た
人
格

り
ま
す
が
、
日
々
学
ぶ
と
い
う
姿
勢

を
忘
れ
ず
、
目
指
す
人
間
像
に
到
達

す
べ
く
努
力
し
て
い
こ
う
と
決
意
し
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新
成
人
か
ら
ひ
と
こ
と

（十
三
地
区
）

地
元

に
帰

る
と
緑

が
多
く

、

大
手

で
す
が
、
市
浦

の
め
ぐ
ま

（大
田
地
区
）

者
と
比

べ
て
、
晴

い
と
思
う

¨

で
も
１１

の
人
た
ち
は
人
情
深
く

続

い
た
雨
も
午
前
中
に
は
上
が
り
人

ン
サ
ー
ト
が
、
開
場
を
一合
図
に
長
蛇

が
，
、
場
し
、
漁
火
を

バ
ッ
ク
に
開
演

高
橋
克
典
さ
ん
が
今
場
し
歌

い
始
め

Ｏ
Ｏ
ノ、
の
観
衆
が
総
立
ち
し
、
両
手

を
振
り
か
ぎ
し
全
身
で
リ
ズ
ム
を
ヒ

コ

ン
サ
ー
ト
終
∫
後
に
は
、
海
の

「龍
神

一
が
山
の
女
神
に
恋
を
し
て

る
と

い
う
伝
純
を
巨
人
な

″天

″
の

火
文
字
で
再
現
す
る

「
エ
ゾ
地
の
火

ま

つ
り
」
が
始
ま
―ナ
、
女
神
ヒ
た

い

ま

つ
を
持

っ
た
龍
神
が
現
れ
、
龍
――↑ｉ

太
鼓
を
合
図
に
龍
神
の
使

い
で
あ
る

五
人
の
神
火
隊
が
た

い
ま

つ
を
片
手

者

へ
火
を
引
き
継
ぎ
若
者
が
夜
千
山

へ
登
―，
火
を
点
し
、
火
ヒ
勢

い
が
増

る
と
、
見
守
る
観
客
か
Ｌ
大
き
な
歓

当
日
は
北
海
道
夢
れ
い
る
倶
楽
部

ン
を
乗
け
て
Ｌ
ノ
国
駅
を
発
卓
し
ま

ま
た
、
コ

ンヽ
サ
ー
ト
開
場
の
日
隠

々
が
ボ
ラ

ノ
テ
ィ
ア
で
設
置
ヒ
撤
去

海
た

い
ま

つ
明
か
し
な
ど
の
行
事
は
、

台
風
卜
一
号
の
影
響
で
あ

い
に
く
の

に
Ｌ
ノ
国
小
学
校
特
設
会
場
で
、
タ

惜
を
中

′し、
に
浴
衣
姿
の
踊
り
の
大
き

な
輪
が
で
き
て
い
ま
し
た
¨

午
後
八
時
か
ら
は

い
よ

い
よ

「
日

本
海
た

い
ま

つ
明
か
し
」
の
開
演
¨

威
勢
の
良

い
若
者
が
グ
ラ

ン
ド
に
設

点
す
と
、
会
場
か
Ｌ
た

い
ま

つ
の
孟

宗
竹
が
割
れ
る
音
が
響
き
、
た

い
ま

つ
の
激
し
く
燃

え
上
が
る
火
ヒ
上
ノ

ニ
ー
発
も
の
色
ヒ
リ
ど
り
の
花
火
が

夏

祭

り

盛

大

に

お
わ

る

か
み
の
く
に

情
報
ラ
ン
ド

▲「日本海たいまつ明かし」の一場面

-343¨
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浦
武
也
さ
ん
五
連
覇
達
成
―

第
五
十

一
回
県
体
育
大
会

八
月
十
七
日
、
十
八
日
の
二
日
間
　
　
　
男
子
砲
丸
投
げ

に
渡
っ
て

「は
ば
た
け
県
民
―
郷
土
　
　
　
　
優
勝
　
一　
一戸
　
俊
　
一

の
和
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
第
五
十
　

　

・
水
泳
競
技

一
回
県
民
体
育
大
会
が
黒
石
市
を
主
　
　
　
男
子
二
〇
〇
ｍ
自
由
形

会
場
に
開
幕
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
優
勝
　
斎
　
藤
　
祐
　
幾

本
村
か
ら
は
総
勢
五
十
名
の
選
手
　
　
　
男
子
二
〇
〇
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

役
員
団
を
送
り
込
み
、
今
大
会
で
村
　
　
　
　
優
勝
　
斎
　
藤
　
祐
　
幾

の
部
、
男
子

一
〇
〇
ｍ
五
年
連
続
優
　
　
　
・
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技

勝
を
果
た
し
た
梶
浦
武
也
さ
ん
を
は
　
　
　
団
体
戦
　
第
二
位

・
陸
上
競
技
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
月
二
日
、
青
森
市
久
須
志
に
本

男
子

一
〇
〇
ｍ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
社
を
構
え
る
帥
サ
カ
タ
事
務
機
の
坂

優
勝
　
梶
　
浦
　
武
　
也
　
　
　
　
田
則
昭
代
表
が
役
場
を
訪
れ
、

「十

三
湊
遺
跡
発
掘
に
役
立
て
て
下
さ
い
」

と
昨
年
に
引
き
続
き
三
十
万
円
を
寄

付
し
ま
し
た
。
今
回
の
寄
付
金
も
、

一
昨
年
よ
り
村
全
体
で
進
め
て
い
る

遺
跡
の
発
掘
調
査
を
進
め
る
た
め
の

費
用
と
し
て
サ
カ
タ
事
務
機
の
善
意

に
感
謝
し
、
有
意
義
に
活
用
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

魂
一一一一一怖岬れｔ
■
．薩
嬬
謁
鰹
ね
型稚

・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
技
　
第
四
位

・
ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技

団
体
戦
　
第
四
位

総
　
〈
口　
第
四
位

・
軟
式
野
球
競
技

準
々
決
勝

市
　
浦
　
一二
―
二
　
福
　
地

準
決
勝
市
　
浦
　
一
一―
四
　
田
舎
館

・
総
合
順
位

村
の
部
　
第
十
二
位

＆
Ｇ
ス
ポ
ー
ツ
大
会

青
森

県
大

会

八
月
九
日
、
村
海
洋
セ
ン
タ
ー
で

Ｂ
＆
Ｇ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
青
森
県
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

当
日
は
市
浦
村
を
含
む
、
全
十
五

市
町
村
か
ら
三
四

一
名
が
参
加
し
、

ル
で
行
わ
れ
た
開
会
式
で
は
秋
庭
大

会
長
、
木
村
教
育
長
、
高
松
町
長
の

あ
い
さ
つ
に
続
き
、
市
浦
村
選
手
団

か
ら
代
表
と
し
て
秋
田
亜
里
美
さ
ん

の
宣
誓
の
あ
と
、
各
会
場
で
カ
メ
ー
、

ロ
ー
ボ
ー
ト
、
Ｏ
Ｐ
ヨ
ッ
ト
、
水
泳
、

剣
道
の
各
競
技
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ

な
お
、
本
村
か
ら
出
場
し
た
選
手

の
主
な
結
果
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ

・
カ
メ
ー
競
技

小
学
生
男
子

一

位

浜

田

祐

輔

小
学
生
女
子

一　
位
　
秋
　
田
　
亜
里
美

中
学
生
男
子

一

位

内

藤

隆

一

中
学
生
女
子

一

位

高

橋

美

緒

高
校
生
男
子

一

位

白

川

友

和

高
校
生
女
子

一　
位
　
中
　
島
　
扶
紀
子

・
ロ
ー
ボ
ー
ト
競
技

男
子
の
部

一

位

亀

田
、
奈

良
、

相

坂
、
浜

田

女
子
の
部

一

位

梶

浦
、
相

坂
、

若
　
山
、
小
山
内

・
Ｏ
Ｐ
ヨ
ッ
ト
競
技

小
学
生
の
部

一

位

若

山

宗

裕

中
学
生
の
部

一

位

豊

島

幸

治

▲スタートの号砲で飛び込む選手たち

▲水しぶきを上げながら力泳する選手たち

-343
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三
の
砂
山
ま
つ
り

盛
大
に
お
わ
る

会
、
保
存
会
の
方
々
に
よ
る
十
三
砂

山
流
し
踊
り
や
、
成
勢
の
良

い
か
け

し
を
担

い
で
十
三
地
区
を
練
り
歩
く

十
三
壮
青
年
団
に
よ
る
み
こ
し
運
行

が
行
わ
れ
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
仮
装
盆

踊
り
大
会
で
は
各

々
趣
向
を
凝
ら
し

た
仮
装
で
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
ま

今
回
の
十
三
の
砂
山
ま

つ
り
に
限

ら
ず
、
人
口
の
減
少
に
伴

い
、
ま

つ

り

へ
の
参
加
者
が
年

々
減

っ
て
い
ま

す
。
来
年
の
ま

つ
り
は
、
今
年
以
上

の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願

い
し

本
村
の
伝
統
あ
る
夏

の
イ
ベ
ン
ト

「十
三
の
砂
山
ま

つ
り
」
が
八
月
十

三
日
か
ら
十
六
日
の
四
日
間
開
か
れ

初
日
で
あ
る
十
三
日
は
、
十
三
小

学
校
鍋
田
校
長
先
生
に
よ

っ
て
描
か

れ
た
こ
ど
も
ね
ぷ
た
の
運
行
や
子
供

会
の
お
母
さ
ん
、
婦
人
会
の
方
々
の

共
演
に
よ
る
し
う
ら
音
頭
の
流
し
踊

最
終
日
の
十
六
日
は
小
学
生
、
中

学
生
、
子
供
会
の
お
母
さ
ん
、
婦
人

神

費
十
三
湖
コ
ン
サ
ー
ト
に
寄
せ
て

七
月
二
十
三
日
、
雨
の
な
か
行
わ
れ
た
姫

神

・
奥
津
軽
十
三
湖

コ
ン
サ
ー
ト
の
感
想
を

中
井
喜
世
さ
ん

（十
三
地
区
）
か
ら
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
次
号
で
は
、

村
外
の
み
な
さ
ま
か
ら
お
寄
せ

い
た
だ

い
た

感
想
等
を
中
心
に
ご
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

姫
神
に

一一
度
会
え
る
と
思
い
し
や

老
た
る
手
が
日
に
　
よ
ば
ろ
し
浮
か
ぶ

両
の
中

創
作
太
鼓
は
じ
よ
う
ぬ

若
人
逹
の
　
汗
の
流
薇
と

こ
き

ゅ
う
の
音

む
に
ひ
び
く
あ

の
曲
は

両
の
音
さ
え
　
を■
に
も
か

ヽ
ら
ず

奥
津
軽

姫
神

ひ
び
く
夏

の
夜

ラ
イ
ト
に
浮
ぶ
　
早
池
峰

の
升

合
唱
団

中
学
生
も
共
演
す

せ
の
中
に
咲
け
　
た
台
の
花
に

ご
感
想
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
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家
衡
、
高
ぶ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
武
衡
、
味
方
と
な
る

国
司
の
源
義
家
が
、
家
衡
の
待
ち
伏
せ
を
　
　
　
　
こ
の
事
を
、
奥
州
に
居
て
伝
え
聞

い
た
兄

し
て
い
る
こ
と
を
山
男
か
ら
聞

い
て
出
羽
の
　
　

　

（
一
書
で
は
伯
父
）
清
原
武
衡
は
手
勢
を
引

国
に
入
ら
な

い
で
国
府
多
賀
城

へ
帰

っ
た
こ
　
　
　
き
連
れ
て
家
衡

の
沼
柵
に
馳
せ

つ
け
家
衡
と

と
を
聞

い
た
清
原
家
衡
は
大
言
壮
語
し
ま
す
。
　
　

対
面
し
ま
す
。

た
の
だ
が
、
こ
の
家
衡
が

一
戦
し
よ
う
と
待

　

　

を
敵
と
し
て
、　
一
日
と

い
う
と
も
追
返
し
た

っ
て
い
た
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
国
境
か
ら
　
　
　
高
名
は
、
和
殿

（家
衡
）

一
人
の
高
名
で
は

引
き
返
す
と
は
、
何
た
る
腰
抜
け
だ
。
こ
れ
　
　
　
な
く
、
と
も

に
武
衡
の
面
日
で
も
あ
る
。
国

は
家
衡

の
武
勇
を
恐
れ
て
戦
わ
ず
し
て
逃
げ
　
　
　
司
に
不
平
を
抱

い
て
い
る
者
は
和
殿
に
み
な

帰

っ
た
も
の
だ
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
味
方
す
る
で
あ
ろ
う
。
」

ま
た
、
武
衡
は
、
　
Ｆ
」
の
沼
柵

（秋
田
県

平
鹿
郡
雄
物
川
町
沼
館
）
は
分
内
が
狭
く
、

多
く
の
兵
士

の
宿
所
が
な

い
。
そ
の
上
特
に

北
金
沢
柵

（秋
田
県
横
手
市
金
沢
）
に
籠
も

っ
た
方
が
得
策
だ
と
思
う
の
だ
が
如
何
で
し

ょ
う
。
」

と
、
推
奨
し
ま
す
。
家
衡
も
尤
も
だ
と
賛

意
を
表
し
た
の
で
、
沼
柵
を
捨
て
て
兄
弟
打

ち
は
、

「家
衡
と

い
う
人
物
は
、
そ
れ
ほ
ど

の
猛
将
で
あ

っ
た
の
か
、
急

い
で
家
衡
に
帰

げ
我
が
家
を
起
こ
そ
う
。
」
と
出
羽
の
国
中

は

い
う
に
及
ば
ず
、
越
後

（新
潟
）

・
越
中

（富
山
）

信
濃

（長
野
）

・
飛
騨

（岐
阜
）

の
溢
者
た
ち
が
、
我
も
我
も
と
馳
せ
集
ま
り
、

忽
ち
雲
霞
の
勢
に
な

っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

義
家
、
軍
勢
を
催
す

が
奥
羽
両
国
を
震
撼
さ
せ
ま
す
。
清
原
家

の

る
と

い
う
噂
で
明
け
て
も
暮
れ
て
も
持
ち
き

義
家
は
こ
れ
を
聞

い
て
烈
火
の
よ
う
に
怒

「清
家

一
門
の
争
動
に
こ
の
義
家
が
公
平

に
仲
介
し
て

一
族
が
和
睦
と
な

っ
た
の
に
、

何
故
に
家
衡

一
人
根
性
曲
が
り
し
て
謀
反
を

貞
任
の
乱

（前
九
年
合
戦
を
指
す
）
の
よ
う

武
衡

・
家
衡
征
討
の
軍
勢
を
諸
国
に
催
す
よ

う
に
せ
よ
。
」

吉
彦
秀
武
お
よ
び
清
家
の

一
族
藤
原
清
衡
を

傘
下
に
馳
せ
参
し
ま
す
。
た
だ
、
出
羽
か
ら

義
家
に
味
方
し
た
兵
は

一
人
も
な
か

っ
た
と

秩
父
十
郎
武
綱

一
番
乗
り

呼
び
寄
せ
札
を
厚
く
し
て
対
面
し
ま
す
。

こ
と
を
母
か
ら
聞

い
て
養
育
さ
れ
、
今
こ
の

機
会
に
と
取
る
物
も
取
り
敢
え
ず
参
向
し
た

を
籠
め
て
賞
翫
し
、　
一
番
に
参
着
し
た
證
拠

を
授
け
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
武
綱
は

後
世
の
畠
山
重
忠
の
先
祖
に
当
た
る
と

い
う

上
図
は
、
大
宅
光
任
が
年
八
十
才
で
義
家

の
出
陣
に
馳
せ

つ
け
た
絵
で
す
。
後
述
し
ま
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村社会教育の現状とその問題点を把握するとともに、村民の学習活動を支援・促進するための中長期

社会教育の作成等の基礎資料や村内成人の学習活動に関する意識や活動の実態等を総合的に把握するた

め、平成 7年 3月 に行われた実態調査の結果を数回にわたってお知らせします。

意識・実態 に関する分析
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当村ではこのほど、「市浦村史」

第 2巻 「阿倍 安東 (藤 )氏編」
を発刊 しました。中世時代、津軽
・十三湊で栄えた阿倍・安東氏の

盛衰を、村内に豊富に残るj畳跡な

どを基に考察しています。

第 1巻 「蝦夷の世界」に続 く第
2巻は、 3章で構成されている。
平安時代末期の「前九年の役」か

ら始まる津軽阿倍・安東氏の誕生、

平泉藤原氏と津軽安東とのかかわ

り、中世、十三湊を本拠に津軽一

帯で勢力を振るった安東氏の興亡

を、さまざまな史料、文献を手が

かりに推察している.

>定価
4,000円

>お 問い合わせ

村教育委員会

>電 話番号

「

暦爵Υ翠賢ち年ごとの更新手続きが必勁   |

麟    籐 J
精神障害者保健福祉手帳は、精神障害者の方の社会復帰を支援すること

を目的に作られたもので、障害者の方のプライバシー保護に配慮されてい

ます。

[I:][言 [員

'3分

男λをxF檀 5嘉窯暮畠曇男災な基l見 :憲冤。
|

く手帳による福祉サー ビス )

①通院医療費公費負担申請の手続き簡素化
②生活保護法の障害者加算の認定
③税制上の優遇措置等

「

」軍驚ザ軍しとの更新手続きが必勁
|

>相 談窓口 五所川原保健所
電話番号 342108

>お 問合せは 役場住民福祉課
電話番号 622111

1 精神障害者本人あるいは保護者が申請書類を添えて申請。
①申請窓口……保健所
②申請書類
。「障害者手帳」ない人
「申請書」と「診断書 (意見書)」
。「障害者手帳」ある人
「申請書」と「障害者手帳」(*診 断書は必要なし)
。「障害者手帳」と同時に申請する人
「申請書」と「診断書」又は「申請書」と「年金証書の写し」
2 県から患者票を医療機関に直接送付。
(患者票の交付によって制度の利用可)
3 受診時の自己負担額が医療費の5%に なる。
*医療機関では、申請手続きの代行をしていますので、病院窓口
で御相談下さい。

1 精神障害者本人が、申請書類を添えて申請する。
①申請窓口……保健所
②申請書類……「申請書」と「診断書」か「申請書」と「年金証書
の写しJのいずれか。*年金証書の写しの場合は同意書と直近の
年金振込通知書、又は年金支払通知書が必要です。
2.県 で判定を行い手帳を保健所に送付 し、保健所から申請者に交付。

344‐



情報をお寄せください

しら
役場の電

世
話…ま６２

市浦村の人口と世帯数   平成8.9.2現 在

磯 |■松

警宇‐ ‐す?|
青森県では、各市町村が行う健

康教育 健康相談等の保健事業を
はじめとした各種の健康づ くり事

業に協力する意欲のある在宅栄養

士の発掘を行つております。在宅

栄養士で保健事業等に協力してい

ただける方を対象に保健所で再教

育講習会を実施します。

また、保健所の栄養士バンクで

は、再教育講習会の修了者等の登

録を行い、今後の健康づくり事業

のマンパワーとして提供させてい

ただくこととしております。

在宅栄養士として活動を希望す

る方は各市町村に備え付けの「在

宅栄養士再教育講習会受講希望者

調査表」に記入の上、五所川原保

健所へ提出して下さい。

)提 出 先
五所川原保健所

>電話番号

T,潔董鱗響|
毎日の暮らしの中で、役所の行

う仕事についての苦情や要望など

があるとき、もっとも身近な相言炎

相手になるのが、地元の行政相談

委員です。

相談は、口頭や電話、手紙のい

ずれでも結構です。今回は、特設

会場を開設いたしますので、会場

へおいで下さるか、いつでも行政

相談委員へ、直接ご連絡下さい。

また、相談は無料で、秘密は堅

く守ります。

)行 政相談委員

市浦村大字十三 小山 厳
>電話番号

>特 設行政相談所の開設

10月 15日 (火 )十三公民館

10月 16日 (水)相内旧社協

:1彗言111言i薫薔ユ菫言I
中里高等学校では自l立 20周 年式

典をH月 8日 に予定しております。

それに先だつて、文化祭におい

て津軽三味線の大家として世界的

に有名な高橋竹山氏を招き見事な

バチさばきとその独特な語り方を

鑑賞して頂く計画を立てました。

生徒対象で計画を立てましたが、

各方面からの要望が多く、地域住

民にも公開することになりました。

つきましては、ぜひ記念公演に

お出で頂きたくご案内申し上げま

す。

レ日  時
平成 8年 10月 6日 (日 )

10時 30分～H時 10分
>場  所
中里高等学校第一体育館

>入 場 料

無料

>申 し込み

入場整理の都合上、鑑賞ご希望

の方は以下の申込先まで

>申 込 先

青森県北津軽郡中里町大字高根

字小金石567

青森県立中里高等学校

八幡 正敬 まで
>電 話番号

本県の美しい景観を撮影した写

真を募集しています。

)応募資格
プロ アマチュアを問いません
>応募作品
県内67市 町村それぞれの美しい

景観を撮影した写真 (リ バーサ

ル又はネガカラーで35mln以 上、

L判 以上のプリントを添付 )

レ応募締め切 り

平成 9年 1月 31日 まで

>応 募方法

作品に、住所 氏名 (ふ りがな)
電話番号 年齢 職業 作品
タイトル 撮影場所 IIt影年月
日 撮影内容 (ね らい、説明 )
を記載した応募票を添えて郵送

してください。

)入 賞 (30万 、10万 、1万 )

大賞 1点 、特選 2点、入賞64点

>問 い合わせ先 応募先
青森市長島 1丁 目 1-1青 森県
企画部企画調整課「文化・景観

担当」
>電話番号
0177-22-HH(内 線2157)

県内の交通事故概滉

1高 性 _者 の 死 者

２３ｍ
一４９
的
３５ｍ
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ｔ
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行
食

二
家
庭
で
は
調
理
に
注
意
し
、
ま
た

調
理
を
す
る
時
、
食
事
の
前
、
排

泄
の
後
な
ど
手
を
清
潔
に
し

．次
感

飼

っ
て
い
る
家
庭
が
あ
る
と
思

い
ま

す
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の
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る
健
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法
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水
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事
長
か
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手
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に
て
き
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健
康
法
を
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い
た
た

い
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で
、

皆
さ
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知
ら
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ヒ
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と
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少
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膚
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ヒ
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瓦
事業所・企業統計調査に

募i°島
会社も、お店も、学校も、病院も。

事 業 所・企 業

1  平成8年 10月 1日 (火)__J
9月 下 旬 か ら調 査 員 が お伺 い します 。

青森県総務庁統計局


